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因子である Bid において証明された。Bid はアポトーシス過程で活性化したカスパー












片をコードする cDNA を用いて、ゲルゾリンがカスパーゼ切断に伴って翻訳後 N-ミ
リストイル化を生じるか否かを検討した。その結果 N-ミリストイル化シグナルを有















ス過程でカスパーゼ切断に伴い、その C 末端フラグメントである t ゲルゾリンが翻訳
後 N-ミリストイル化を生ずること、またこの t ゲルゾリンの翻訳後 N-ミリストイル
化は、細胞内局在ではなく、抗アポトーシス活性の発現に重要な役割を果たしている
ことが明らかになった。 










うことなく、わずか 10 時間という短時間で N-ミリストイル化を検出することが可能
であることが示された。またこれまで自身の持つ細胞毒性のため、遺伝子導入細胞に
おける代謝標識では翻訳後 N-ミリストイル化が検出できなかった tBid について検討
した結果、昆虫細胞由来無細胞タンパク質合成系では tBid は効率良く発現し、顕著
な N-ミリストイルが検出されることが明らかになった。以上の結果から、昆虫細胞
由来無細胞タンパク質合成系における代謝標識法は、翻訳と同時、あるいは翻訳後に
生ずる N-ミリストイル化反応を、簡便に短時間で効率良く検出する手法として有用
であることが示された。 
 
